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編集後記
■『Language Education』11 号が完成し皆様にお届けすることができ安堵している。2012 年度より語













■ 2012 年には，異文化理解の伸張や外国語学習に興味・関心を持ってもらうために，2 回異文化理解
と英語コミュニケーションをテーマにした文化講演会を行った。1 回目は，加藤忠明特任教授のご協力
を得て，インドから教育学者のアーミン・モディ氏をお迎えし「インドの若者たち」というテーマで











■最近の報道によると，現代の学生は海外に関心が薄くなっているらしい。実際，2004 年から 05 年の
80,000 人台をピークに現在では 50,000 人台に減少している。（私が留学していた 1980 年代の 10,000
人そこそこという数値からすれば大幅に増加しているのだが）グローバル化が進行する世界で，積極的
に海外体験を学生たちにしてもらいたい。本学にはニュージーランド研修やニュージーランドへの特待
留学制度が設けられている。学生時代だからこそできる体験であり，それによって将来への指針を得ら
れる貴重な機会にもなると思う。学生たちには，在学 4 年間を通じ，継続的に外国語を学んでもらい広
い視野を獲得してもらいたい。本学の語学教育もその実現の手助けとなるような語学教育を研究してゆ
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くつもりである。
■活動報告に示したように，学内で TOEIC と英検を定期的に行っている。ここ数年受験者数は着実に
増加している。本学の語学教育では，正規の授業以外にも学内受験前には対策講座などを適宜設けて資
格取得にも力を注いでいる。キャリアセンターの協力を得て，学内周知に努めているが，学内受験がで
きることを知らない学生が多い。ゼミの先生や語学担当教員のお知らせや奨励によるものも大きい。今
後とも全学的に奨励をお願い申し上げる。
■最後に，語学教育研究所員を初めとする語学担当教員の先生方のご尽力により，直実に語学教育の成
果が見られる。感謝するとともに，今後のご協力とご尽力を引き続きお願い申し上げる。また，事務的
仕事をいつも助けていただいた学術情報部の高橋恵美さんには，紀要発行にいたるまで特にお世話に
なった。感謝申し上げる。
（記　語学教育研究所長　海老澤　邦江）
